
井尻公民館だより              （2024 年 6 月 1 日発行） 

<令和６年 ６月号〉                       （第２４３号） 

＜連絡先・問い合わせ先＞              館長 古屋 宗克 （ ） 

                                                            主事 水上 由人 （ ）  

 

  

目には青葉 山ほととぎす初鰹                          
山口素堂 

季節感を見事に表現した一句ですよね、正しくは、

「目には」だそうです。江戸時代には鎌倉で水揚げさ

れた「相州の初鰹」は特に珍重され早船で届けられ将

軍に献上されたそうです。                                       

☜絵手紙愛好会  須田正枝 

  ６月の歳時記♪   梅雨・衣替え・夏至・父の日・・・ 

 『菊づくり』 

  

5 月 8 日（水）午後 5：００から講師に白川さんを招き講習会を実施しました。       

気に入った種類の花芽を採取し名前プレートに種類名を記入して大切に持ち帰りま

した。参加者は、ベテランの皆さんをはじめ、初めての参加ですと三日市場からの

女性も加わり会話も弾み楽しいひと時でした。秋が楽しみですね。 
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太極拳   素晴らしい演技で会場から盛んな拍手をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

  公民館の歴史のある太極拳活動今年も素晴らしい演舞を披露しました       

山梨県スポーツレクリエーション祭り 4月 21 日（日）にて    

年齢性別を問わず、誰でも練習し、どこでも、いつでも楽しむことができる生涯  スポーツです。

全国大会もあり競技スポーツとしての一面もあります。剣や扇を持って演舞することもあり、大勢

でそろった動きはとてもきれいです。   
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4 月２６日（金）安全点検のため「消防署の立ち入り検査」がありました。 

                                                                                

５月３日（金）井尻公民館、南入口の植え込み剪定作業を水上主事と館長で実施し

ました。放課後児童クラブの皆さんが、いつも使う入口です。児童クラブの先生か

らも植え込みにいる蜂が気になるとの話があり、その対策も兼ねていました。 

昨年も、大きな蜂の巣を除去したそうです。 

※ お 詫 び と 訂 正  ( 井 尻 公 民 館 だ よ り ５ 月 号 ) 掲 載  運 営 委 員 氏 名 に 誤 り が あ り ま し た 。            

お詫びして訂正いたします。 

〇公民館運営委員の紹介、社協評議員  （誤）『佐藤泰二』様→（正）『佐藤泰士』様です。 
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